
今
回
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ち
び
ま
る
さ
ん
の
作
品
。
中
尾
市
長
の
似
顔
絵
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
品
と
、
住
所
、

氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、
電
話
番
号
を
、
広
報
広
聴
課（
〒
750−

８
５
２
１
市
内
南
部
町
１
番
１
号
）へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

モセキ君・コモセキ君、女性消防団員と
中尾市長（中央）（１月11日／消防出初式にて）

市民と市長を結ぶコラム

市ホームページ「市長の部屋」へどうぞ。 http://www.city.shimonoseki.lg.jp/
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丸山教会会堂

「
地
域
を
守
る
確
か
な
力『
消
防
団
』」

を
ご
存
じ
で
す
か
？

こ
ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

昭
で
す
。
皆
さ
ん
は
消
防
団

と
い
う
組
織
を
ご
存
じ
で
す

か
？　
そ
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代

中
期
に
江
戸
町
奉
行
で
あ
っ
た
大
岡
越

前
守
が
組
織
し
た
町
火
消
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
時
代
は
移
り

昭
和
23
年
に「
消
防
組
織
法
」と
い
う
法

律
に
よ
り
、
消
防
団
は
市
町
村
の
消
防

機
関
と
し
て
規
定
さ
れ
、
今
日
の
消
防

団
の
仕
組
み
が
整
い
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
は
、
仕
事
の
傍
ら
各
種
災

害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
消
火
活
動

や
救
助
活
動
、
避
難
誘
導
な
ど
、
市
町

村
の
消
防
機
関
の
一
員
と
し
て
活
動
し

ま
す
。
そ
の
身
分
は
特
別
職
の
地
方
公

務
員
で
す
の
で
、
活
動
中
の
負
傷
な
ど

は
市
町
村
が
補
償
を
行
う
他
、
年
額
の

報
酬
と
災
害
活
動
な
ど
に
従
事
し
た
と

き
に
は
手
当
て
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
消

防
団
は
地
域
に
根
差
し
た
組
織
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ

と
し
て
、
避
難
所
運
営
や
行
方
不
明
者

の
捜
索
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
核
と
し
て
の
多
種
多
様
な
活
動
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
昨
年

制
定
さ
れ
た「
消
防
団
を
中

核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充

実
強
化
に
関
す
る
法
律
」と
い
う
法
律

に
は
、
全
て
の
市
町
村
に
置
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
消
防
団
は
、
将
来
に
わ
た

り
地
域
防
災
力
の
中
核
と
し
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
代
替
性
の
な
い
存
在
で

あ
り
、
消
防
団
の
強
化
は
国
や
都
道
府

県
、
市
町
村
の
責
務
で
あ
る
と
改
め
て

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
新
法
制
定
の
背
景
に
は
、
全
国

的
に
消
防
団
員
数
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
本
市
の
消
防
団
員
数

も
減
少
し
た
ま
ま
の
状
態
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
２
年
前
に
定
数（
１
９
７
７

人
）を
満
た
す
こ
と
を
目
的
に
、
ゆ
る

キ
ャ
ラ「
モ
セ
キ
君
・
コ
モ
セ
キ
君
」を

使
っ
た
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
幼
稚
園
・

保
育
園
訪
問
や
企
業
訪
問
な
ど
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
。
結

果
、
消
防
団
員
数
も
増
え
、
特
に
20
代

を
中
心
と
し
た
若
年
層
の
入
団
促
進
に

つ
な
が
り
ま
し
た
が
、
定
数
に
達
す
る

と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

下
関
市
消
防
団
は「
地
域
を
守
る
確

か
な
力
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
民
の
安

全
・
安
心
の
た
め
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
女
性
消
防
団
員
も
60
人
以
上
在

籍
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
活
動
に
興
味

が
あ
る
皆
さ
ん
は
、
市
内
在
住
の
18
歳

以
上
60
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
し
た
ら

入
団
資
格
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
局
警
防
課（
☎
233−

９
１
１
２
）

　
皆
さ
ん
は
身
近
に
あ
る
建
物
が
国

の
文
化
財
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？　
文
化
財
登
録
制
度
は
、

建
築
後
50
年
以
上
が
経
過
し
一
定
の

評
価
が
見
出
さ
れ
る
建
造
物
を「
使

い
な
が
ら
残
し
て
い
く
」目
的
で
、

平
成
８
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
市
内
32
件
の
登
録
有
形
文
化
財

か
ら
、
昭
和
13（
１
９
３
８
）年
建
築

の「
日
本
基キ

リ

督ス
ト

教
団
下
関
丸
山
教
会

（
旧
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
下
関
教
会
）会

堂
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
赤
い
瓦
が
印
象
的
な
ス
パ
ニ
ッ
シ

ュ
ス
タ
イ
ル
の
外
観
の
会
堂
は
、
正

面
右
手
の
塔
屋
軒
下
に
回
る
ロ
ン
バ

ル
デ
ィ
ア
バ
ン
ド（
小
さ
な
ア
ー
チ

が
繰
り
返
さ
れ
る
帯
状
の
飾
り
）、

礼
拝
堂
内
の
屋
根
を
支
え
る
キ
ン
グ

ポ
ス
ト
ト
ラ
ス
風
の
構
造
材
な
ど
、

全
体
と
し
て
質
実
、
清
廉
な
た
た
ず

ま
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
年
に
一
度
ほ
ど
、
演
奏
会
の
際
に

会
堂
が
開
放
さ
れ
、
多
く
の
市
民
が

鑑
賞
に
訪
れ
ま
す
。
演
奏
者
や
音
楽
、

建
物
の
鑑
賞
者
な
ど
、
こ
の
場
で
同

じ
時
間
を
共
有
す
る
人
は
皆
、「
使
い

な
が
ら
残
し
て
い
く
」活
動
に
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
関
わ
っ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

　
今
年
11
月
に
は
前
身
の
教
会
設
立

か
ら
110
周
年
を
迎
え
る
丸
山
教
会
。

ま
ず
は
足
を
運
び
、
歴
史
的
な
た
た

ず
ま
い
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
文
化
財
保
護
課（
☎
254−

４
６
９
７
）

※登録有形文化財…地域のシンボルとなっている建物など、特にその保存と活用が必要とされる身近
な歴史的建造物のうち、文部科学大臣が文化財登録原簿に登録した建築物や土木構造物などのこと5 平成26年２月号




